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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本研究では単環芳香族化合物のベンゼン誘導体に対する多環芳香族化合物のナフタレンやビフ
ェニル誘導体の性能を評価することを目的としている。具体的にはビスフェノールＡ（ＢＰＡ）製造用イ
オン交換樹脂の架橋剤を従来のベンゼン誘導体であるジビニルベンゼン（ＤＶＢ）からナフタレンやビ
フェニル誘導体であるジビニルナフタレン（ＤＶＮ）やジビニルビフェニル（ＤＶＢＰ）等の多環芳香族化
合物に替えた場合の性能を評価している。併せてベンゼンより親電子置換反応を受ける炭素原子の
位置が多いナフタレンやビフェニルから工業的に有用な化学製品を高い選択率で合成する手法につ
いても明らかにしている。  
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
ビスフェノールＡ製造プロセスにおける現行のＤＶＢ架橋型イオン交換樹脂触媒の問題点として以
下の２点を示している。 
（１）樹脂の網目構造間に反応副生物が閉塞して反応活性や触媒寿命が低下すること。 
（２）触媒を流通式反応器に充填した際に弾性変形を起こして樹脂粒子間の空隙率が低下するため
反応器の圧力損失が上昇しＢＰＡの生産量低下の原因となること。 
 上記問題点の解決策としてイオン交換樹脂の架橋剤をＤＶＢからＤＶＮやＤＶＢＰに変更することで
樹脂の網目構造を疎とすることに加えて架橋剤をベンゼン環より剛直なナフタレン環やビフェニル環
に変えることを計画した。合成した３種類の架橋剤を用いた陽イオン交換樹脂の見掛け密度、水分、
湿潤総交換容量、乾燥総交換容量等の物性について述べている。 ３種類の架橋剤を用いた陽イオ
ン交換樹脂を実際のＢＰＡ触媒として使用する場合の反応活性、触媒寿命、流通式反応器に充填し
た際の圧力損失について評価している。結論として本研究では多環芳香族化合物骨格を有する化
合物は単環芳香族化合物骨格を有する化合物より優れた特性を発現することが確認されたので今後
の機能性化合物の分子設計において重要な知見を与えている。   
以 上 により、論 文 審 査 及 び最 後 試 験 の結 果 に基 づき、審 査 委 員 会 において慎 重 に審 査 し
た結 果 、本 論 文 が、博 士 （工 学 ）の学 位 に十 分 直 するものであると判 断 した。 
 
